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子どもの権利集約
ネ ッ トワ ー ク

《子どもの権利条約 子どもの2 0年》

若者同士で熱い議論を展開 ！？

去る5 月 1 7 日、早稲田大学戸山キャンパスにおいて、子ど

もの権利条約採択2 0 周年記念 5 月イベン ト「子どもの権利条

約と子どもの2 0 年」が開催された。子どもの権利条約と共に

誕生 した子どもたちも今年で 2 0 歳。「果た して条約の理念は

子どもや子ども を取 り巻 くお とな たちの 問に浸透 したのか ？」

「 条約を子どもとして学び、活動してきた世代がその後、条約

の精神に触れたことでどうなったのか」

主に 19 9 0 年代に、社会に向 って意見表明をしてきた “か

つての子どもたち”に、その経験談を話 してもらい、今を生

きる子どもたち、子どもに関わるおとなたち、そ してかつて

の子 ども とともに、 この2 0 年 を振 り返 って も らった。参カロ者

は約 10 0 人あ ま り。

前半は、山浦彬仁さん （N C R C の5 月イベン ト）の軽快な

司会の下で、5人のパネラー、①島森亜紗子さん（子ども通

信社∨O IC 巨）、①高橋亮平さん（干葉県生徒会連盟・生徒人

権プロジ工ク ト）、③武田明恵さん （子どもの商業的性的搾取

に反対する横浜会議）、（彰圏谷雪絵さん （川崎市子ども会議サ

ポーター）、⑤苗村みかささん（N C R C の 5 月 イベン ト）から

熱い思いが語 られた。後半は、政治教育、子育て支援、子ど

もの居場所、子ども参カロ、子どもの情報発信、条約2 0 周年な
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○（子どもの権利条約子どもの2 0年）若者 同士 で熱 い議 論を展 開 ／ 1

0 子どもの参加一横浜会議への参加を経験 して ／3

0 子どもと大人が笑顔でいるために ／ 4

0 子どもと向き合 う大人に ／ 5

0 ユース・ デモクラシーの構築をめざして ／ 5

0「見えない期待」が可能性を運ぶ、子どもの権利2 0 周年 ／7

0 参加 した子ども・ 若者か ら ／8

○ア ンケー トか ら ／ 9

O「子どもの権利条約フォーラム in とやま」

開催に向けて ／ 1 0

O「こども第一主義条例」の動き ～浜松市～ ／ 1 1

0 最高裁 「体罰逆転」判決下る、厳罰化を後押し ／ 1 1

0 小金井市「子どもの権利に関する条例」成立 ／ 12

』

子どもの権利条約 第 96 号・ 2 00 9 年 6 月1 5 日号



どのグループに分かれて、自由な議論が展開された。

「私は高校生のときの思いをそのまま今に持ち込んで活動 し

ている」と語ったのは、市川市で市議会議員をしている高橋

亮平さんの弁。「中学3 年生か ら川崎市の活動に加わったが、

信頼できるおとなに出会 ったことから、いま、逆 に子どもか

ら信頼 され るお とな と して子 ども を支え てい こ うと活動 して

いる」 と語ってくれたのは、現在二児の母親として、川崎市

子ども会議の子どもたちを支援 してきた圏谷雪絵さんの話。

8 0 代にもかかわらず名古屋から参加 した奥田さんの 「意気投

合した」との話を聞いていた喜多代表か らは、世代を超えて、

こう した思 いを共感 し、共 有で きる こと がとて も大 きな財産

であると述べた。主工戸川区の中学生が放送部の取材に来てい

たが、現役の子どもが少なかったことは残念。

パネラーの紹介

』

19 8 9 年に子 どもの権利条約が採択されたのちの 1 0 年 ＝

19 9 0 年代は、日本の子どもたちが子どもの権利条約を学び、

身近な生活の場でその考え方を活か していった時期であった。

しか し、2 0 0 0 年代 に入 る と、 自発 的な子 ど もの参 カロは停 滞

期に入る。「めんどくさい」派が台頭 し、おとな側の支援がな

ければ動けない子どもが目立つようにな った。今回参加 した

責重な 10 代である東京シューレの子どもたちは、なぜ子ども

たちが動けなくなったか、についての理由として、身近なと

ころで「安心 して話せる場、機会がなくなった」 こと、それ

に「K Y （空 気を 読めない）にな らないように気を使 うため」

と発言 したことが印象深かった。子どもの 自発的な意見表明

や参カロヘの実践 的な課是頁が多 く語 られた ということができる 。

（編集部）

島森 亜紗子 （ しまも りあさ こ）

1 6 歳 から 18 歳の 2 年 間子ども通信社 「∨o ic e」 という、9 歳から 1 8 歳 までの子どもの子どもによる

子 ども が中心 とな って運 営する メデ ィア にて 子 ども 記者 と して活 動。 N C R C 5 月 イベ ン ト、子 どもの

権利条約フォーラムin茨城の企画を担当。現在は会社員として 1 日の短さを痛感しながら過ごしている。

高 橋亮平 （た かは しりょうへ い）

高校時代に生徒会連盟、生徒人権プロジェク ト、大学時代には N P O 法人R ig h ts を設立。当事者と し

て若者参画 をめざし、選挙権年齢の引き下げと政治教育の充実を訴える。3 3 歳、市川市議会議員。

著書『1 8 歳が政治を変える ！』。

武田明恵 （たけだあきえ）

2 0 0 0 年か らユニセフこどもネッ トに所属 し、子どもの商業的性的搾取に反対する世界会議の子 ども

代表 を務め る。現在 は 「み っくす－ス トリー トア ウ トリー チサー ビス東京」 の代表 を務 める。 フ ァイ

ナル アピー ルに書い てあ った ことを実現 できる ようにがんば ります。

園谷雪絵 （つぶらやゆきえ）

中学 3 年の時に ‘子ども達が、住みよい街づくりを考える「川崎市・夢・共和国」’に入ったことをきっ

かけに、川崎市の権利条例を作る「子ども委員会」で活動し、現在は 2 児の母であり、「川崎市子ども会議」

のサポーターとして活動中。また、川崎市の条例を広げる為子ども委員だった仲間を中心に「ボヌール」

というグループを発足し代表を務める。

古村みかさ （なえむらみかさ）

中学 2 年か ら高校 2 年の間 10 代 で企 画、運営、参加するフリーマーケット「ティーンズプリマ」を開催。

子どもの居場所をつくる活動から2 0 0 1年 のN C R C の5 月 イベン トの企画に参カロ。現在は小平市障害就

労・生活支援センターに勤務。

●コーデ ィネー ター

山浦彬仁 （やま う らよ しひ と）

2 0 0 1年 15 歳の時に干葉県佐倉市で子どもによる市民の為の情報紙 「W A V E桜」の創刊に携わ り以後

8 年間、市民参加に関心を持ちN P O に参カロ。 N C R C 5 月イベ ン ト、子どもの権利条約フォーラム in ちば

の企画を担当。現在、筑波大学在学中。N P O 法人コミュニティアー ト・ふなばし事務局長。
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子どもの参加 一横浜会議への参加を経験して

武 田 明 恵

子どもの権利条約2 0 周年、おめでとうございます。そして、

ありが とうござ います。 そ して これ か らもよ ろ しくお願い し

ます。という気持ちをこめて、私が先日お話させていただい

た私 と子どもの権利条約に関するお話を寄せさせていただき

たいと思 います。

私 は2 0 0 0 年か らユニ セ フこ どもネ ッ トに所 属 し、子 ども

の商業的性的搾取に反対する世界会議 （横浜会議））の子ども

代表をさせていただきま した。横浜会議では、今後、私たち

を取 り巻 く環境 が よくなる よ うに、 ファイナ ルア ピール とい

う文書をみんなで作 り、国連文書化されま した。おめでたい

ことです。

現在は 「み っくす－ス トリー トアウ トリーチサ ービス東京」

の代表をしています。性に関する正 しい情報だったり、進路

のことだった り、その他中高生が今ほしい、いろいろな情報

を直 接届 け られる よ う に、ア ウ トリー チ 活動 を通 して 情事臥

サービス等と中高生の橋渡 しをするのが私の仕事です。「政府

機関、N G O 、 コミ ュニ ティ組織 、子 ども・若 者団体が矢口識や

資源やスキルを共有することで、わたしたちは手の届く範囲

を伸ば し、力 を倍増する ことができます 。（by フ ァイナルア ピー

ル）」というような感じで。もちろん私が中高生か ら教えても

らうことの量 とい った ら半端 ない です よ。 本当 に楽 しい毎 日

です。

私が子どもだった、かつての ことはあ芳つ今となっては正

確に覚 えていません が、フ ァイナルア ピー ルの中で、「ひ とり

ひとりの違いも考慮にいれるべきです」という文言があるの

です が、それ は私 が付 けカロえ て くれと いい ま した。会 議中の

夜中に行われている大人の会議があって、私は参加 したくて、

入り口でもじも じしていたのですが、日本の若者代表の人が

迎え入れ て くれ ま した 。ど う して も、意地 で も何 か 自分が 参

加した かったんで しょうね （笑 ）

とはいえ、横浜会議って、当時の私にとっては難 しいこと

ばっかりで。私だけではなくて、本当に子どもがおいていか

れた会議だったんです。子ども代表みんな毎日一人か二人は

泣いて いま した （笑） だか ら、難 しい こ とではな くて、 この

状況を何とか したいという気持ちで、この言葉を入れてほし

か った んだな って、な ん とな く自分の 中で は しっく りき てい

ます。

先程 「夜中の大人の会議」といいましたが、会議には 10 0

人以上の参カロ者がいて、まず英語ができる人とそ うでない人

に 自弁篤と分 かれ ま した。 それ で、英語 がで きる大 人の人 が会

議を進めました。だから、子どもが置いていかれたんですね。

でも、その溝を何とか埋めようと、大人の代表に対 して、小

学生と、中学生と、高校生の私で、「とにかく話を聞いてくだ

さい。 わか るよ うに話 して くだ さい」 と いい にい った こ とを

今でも覚えています。

N G O の人 たちもた くさんいました。それだけでなく、いろ

いろな考え方、いろいろな立場の大人が参加 していま した。

その思惑も伝わってきたりして。そこは難しかったです。やっ

ぱり子 ども当事者の意見が大事というのはそうなのかもしれ

ないん ですけ ど、「こう言 ってほ しい」 とい う大人 の思いを感

じて しま った り して 、気 を使 いま した。私 を含 めた子 ども た

ちがすごく大変なときにも、優先されることは時間や、偉い

人の こ とだ った りす ると、 い らだ った り、悲 しか った こ とも

ありま した。

ただ 、「子 どもの参カロとい うこと」 を横 浜会議 とい うプ ロセ

スを経て 、私が私 な りに体感 し、理解 で きた とい うことは よ

かったです。その渦中では、こんなポジティブに考えられま

せんで したけど。いい経験をさせていただいたと思っていま

す。あと、今更ですが、「子ども代表」なんていってま したけ

ど、私は何も代表 していなかったと思います。だから、も っ

といろんな人にあって、何が必要か、みんなで考えないとだ

めだな あつて思 って 、今 のよ うな活動を しています。

私個 人と して は、あ くまで感覚 ですけど、「子 ども参カロ」「子

ども市民」等と特別感が前面に出ている感 じではないのがい

いです。でも大事な要素は落とさない。そんな感 じの子ども

参カロを作 ってい きたいなと思います 。

最後 に、イベ ン トのときにはいえなかったのですけれど、

今回このような機会を与えてくださったのは、横浜会議がきっ

かけで出会 った赤池さんです。赤池さんとは、一緒に5 月イ

ベン トを した こともあ りま した ね。横 浜エ イズ文化 フ ォー ラ

ムで ワー クシ ョ ップ を したい ！とい った ときも 、応援 して く

ださ って当日も来て くださ って 。でも、ああ しろ、 こう しろ、

とい うので はな く、見守 って くださ って。 や っぱ り何 かを一

人でやるのは不安だったり、間違えたりして、へ こたれた り

して。でも、みんなでああだこうだいいながら作って、「でき

たな あへ またや りたいな あ」、とい う、そ うい う感 じが とても

私を勇気付けて くれた気が します。私もそ ういう大人 にな り

た いと今 でも思 って います。今 回の イベ ン トの ミー テ ィング

も、 とても楽 しか ったです。本 当にあ りがと うございま した 。

これ か らもよろ しくお願 いいた します 。

子どもの権利条約 第 96 号・ 2 0 09 年6 月1 5 日号
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子どもと大人が笑顔でいるために

私が、今ここにいるきっかけになったのは、「川崎市・夢 ・

共和国」 で した。

「夢・共和1国」では、川崎市の子どもたちが、自分たちで、

日本のこと・世界のこと、そして自分たちの住む街 ‘川崎’

の ことを考え 、自分た ちの 出来る こ とをさ が し、活 動 してい

ま した。

中学 3 年の時、部活を辞めて放課後や土日に時間があいた

ので、何かや りたいと思っていた時、学校で 「夢・共和国」

のチラシが配 られて、 ここで活動 してみ よ う ！と思い ま した。

「夢・共和国」 に入り、仲間ができるまでは正直少 しつまら

なかったけど、徐々に仲間も増えて大人 とも仲良 くな って、

毎回参加 するのが楽 しみ にな りま した。

川崎市は、細長い街で私は、その 1香南側にすんでいます。

工場や倉庫がたくさんあり、繁華街や歓楽街まであります。

一方、川崎の北側は、山や畑があり、比較的静かな住宅街です。

こんなに地域の差があると、子どもたちの思 うことや悩み

にも、違 いがあ ります。

特に、学校生活の違いには当時の私はとても驚きま した。

地域 によ って違 うい ろい ろな 思い を、 仲 間で シ ェア して、

その問題を解決出来ないか考えているうちに、どんどん仲良

くなれま した。

「夢・共和国」で出会 った仲間や大人に誘われて、「川崎市

子どもの権利に関する条例」をつくる「子ども委員会」 に入

りま した 。

そこでの活動は、権利について学ぶことから始ま り、いろ

いろな立場の人から意見交流をした り、大人の会議に参加 し

たり、高校 1 年生の私がなんだか、偉い人になったような活

動で した 。

外国人市民 （子ども）や障害児学校の子どもたちとの交流

では、いろいろな思いをしることが出来て、「権利」って私た

ちの生活に密着 しているものだと感じま した。

そんな、生活に密着 している「権利」のことを、子どもも

大人も、自分自身に「権利」があること知 らない人がたくさ

んいます。当時も今もそれは同じだと思います。

また、子どもに権利をあたえるとわがままになるという意見

もあ ります。

も し、子 どもが権利主張を したら、それは子どものわがま

まになるので しょうか ？

子ども同士の主弓長がぶつかったとき、個々の権利を尊重す

ればいいだけです。子ども自身に他の人の権利を尊重できる

力を身につけられるよう、私たち大人が、 しっかりと権利を

しり、子 どもたち に教え ていかな くてはな りませ ん。

今、川崎市の子ども会議でサポーターとして活動 している

ときに注意 している こ とが あ ります。 それ は、 なるべ く子 ど

もたちの近 くにいる ことで す。子 ども たちの 話 を聞 くこと は

もちろん、声 にな らな い声 を引 き出 した り、た だ隣 にいた り

だけでも、子どもたちの表情がよくわかると思っている

子どもの権利条約 第 9 6 号・ 2 0 0 9 年6 月 15 日号
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囲 谷 雪 絵

からです。

子どもが、幸せでいるために、大人が子どもに何かをして

あげた り、物を与えたりするのではなく、まず大人が幸せで

さらに笑顔でいることが、子どもにとって幸せになる大切な

第一歩だと思います。

私 自身も、小学 1年生と 2 歳半の娘がいますが、涙や疲れ

た顔も、もちろん全て隠さずに見せますが、なるべ く一緒に

笑って、なるべく私の笑顔を見せるようにしています。

しかし、無理矢理でも笑顔でいる必要はないと思います。大

人にも、辛いとき、悲 しい時・忙 しい時・泣きたい時 ・

いろ いろあ りますよね。

そ んな とき もわた しは、な るべ く子 ども に話を するよ うに

してい ます 。

特 に忙 しい ときは、子 どもとの 時間 が思 うよ うにとれ ない

ので 、ど う して忙 しい のか 、説明 しま す。す ると子 ども もそ

れが終わるまで、ちゃんと待 っていてくれています。

大人・親だからではなく、人間対人間として、同 じ権利の

主体 として 向き合 うと、子どもも私 を、母 としてだけではな く、

人間として見てくれていると思います。母ちやんだ って、疲

れる し、泣 いち やうとき もあ るんだ な あつて。 どち らが親 か

わか らないくらい、2 人 の娘 になんども慰め られま した。子

どもたちのパワー つてすごいですよね ！！

私は、活動を初めて 10 年、今は子育てであまり活動もでき

ませんが、子どもと大人が幸せでそ して笑顔でいられるため

に、私の出来ることをすこしずつ活動 し続けたいと思います。

分科会では、「子育て」を担当させていただきました。

子育て最中の方や、子育ての先輩が参加されるかと思いま し

たが 、学生 が多 くとても驚 きま した。

私 自身 は子育 て を してい る とい う実 感 は、あ ま りあ りませ

ん。子ども自身の育つちか ら・ス ピー ドについていけず、成

長をただ見ていた感 じです。

子育て経験者からは、理想 と現実がなかなか会わないこと

や、ささいなことで深く悩んで しまう子育て時期の若いママ

たち のネ ッ トワー クについ てな ど、私 も普段 感 じていた こ と

を、いろいろな人も同じことを思 っていたので、なんだかと

ても安心 しま した。

子育てのプロなんていないんだし、ママもパパも子どもと

一緒に、悩んで泣いて、喜んで笑 って・・・そんなふうにで

きた らいいな あ。



子どもと向き合う大人 に

権利 とい う言葉を聴 くと、す ごく遠 い世界の よ うに感 じる

人も多いのではないかと思います。でも実はすごく身近なこ

となのでは、と私が思うようになったのは中学生の頃でした。

1 0 代 で企 画 、運 営、参 加 する フ リー マー ケ ッ ト「テ ィー ン

ズプリマ」を主催していた時、その会議の場所と して地域セ

ンター を借 りようと い う話 にな りま した。私 と友人 とで借 り

に行 ったのですが、係のお じさんに「未成年は借りられない」

と言われたのがきっかけで した。結果として私の母が地域セ

ンターの お じさんと知 り合い だ った 関係 で借 りる ことはで き

たの ですが、なん とな くシコ リが残 りま した 。

その後東京ネットという団体でこどもの権利に関する活動

に参カロしてい く中で、 N C R C に出会 いま した。

活動の中で思ったのは、「権利」という言葉を使 うと何とな

く難 しくて遠 いことの よ うに聞 こえる けれ ど、 よ うする に大

人との 間に感 じるふ と した疑 問やわ だか ま りも そのな か に含

まれて いるの ではな いか、 とい うこ とで した。 例え ば 「も う

こども じやな いんだか ら」 と言 ってお きなが ら「こどもの く

せに口答えするんじやない」と言われた り。私たちはそんな

よくある シー ンを集め て、寸劇 を した りワー クシ ョップで発

表した り しま した。

私は現在、小平市就労・生活支援センターというところで

障害のある人たちの就職のお手伝いをしています。

少 し前までは知的障害のある子どもたちの余暇活動、学童

のよ うなと ころ で働 いて い ま した。子 どもた ち と接 する 時、

私はもう子どもではない自分に気づきます。けれど子供だっ

た時に大人に対して思った疑問やわだかまりを忘れてはいま

西 村 みかさ

せん し、また忘れた くないと思います。といってもそんなに

難しいことではあ りません。大事なことは、相手の話を最後

まで聞き、真 っ向から向かい合おうとすることです。幸運な

ことに、子どものころの私の周 りには「子どもの話」を最後

まで聞 いて くれる大 人が少 な か らず いま した。上手 く伝 え ら

れなくて、その うち自分でも何を言っているのか分からなく

なって しま うよ うな 私の話 を、 それで も とにか く最 後ま で聞

いて くれ た。そ の こ とが す ご くうれ しか った で す。だ か ら、

相手が子どもだろうと障害のある人であろうと、最後まで話

を聞ける大人であ りたいと思っています。

十年前の私たちの活動は、上に書いたように「何かを成す」

あるいは「何かを残す」 というような性質のものではありま

せんで した。少 な くとも、私 にはそ の よ うな意 識は あ りませ

んで した。た だ友達 がいて 、ふ と した時 に感 じたわ だか ま り

を発表 する場 があ り、 それを サポー トして くれ る大人 が周 り

にいたの で参カロして いた、 とい うの が正直 な ところ です。 し

かし、そん な スター トライ ンだ ったか らこそ、私 は活動 を通

して権 利につ いていろい ろなことを考え るよ うにな りま した。

それは単 に知識 を得 るとい う ことよ りも、遥か に多 くの 矢口見

を私 に与 えて くれま した。

今の私の仕事は、子どもと向き合 うような頬のものではあ

りませんが、障害のある人たちと関わっていく中でも 「権利」

という言葉にぶつ かる ことがよ くあ ります。「権利」 とい うも

のを考える時、その考え方について、この活動が私に残 した

影響は大きいと感 じます。

ユース・デモクラシーの構築をめざ して

高 橋 亮 平

1 ． 1 0 年ぶ りにN C R C 5 月イベ ン トに参加

子どもの権利条約採択 2 0 周年という節目に、 “子ども参カロ”

してきた当時の子どもたちをパネリス トに、子ども参加の意

味と成果を検証するという試みに、ニつ返事で引き受けた。

10 数年前高校生だった私たちは、干葉県で生徒会連盟をつ

くり生徒自治の充実をめざした。その後、生徒人権プロジ工

クト実行委員会を結成 し、当時批准されたばかりの子どもの

権利条約を背景に、生徒人権宣言を行 うとともに、生徒の人

権にとって弊害となる環境の改善を求めて、学校だけでなく、

教育委員会や首長、文部省、政党などに公開質問状を送 り回

答を求めた。

大学時代には仲間とN P O 法人 R ig h ts を設立 し、選挙権年

齢の引き下げと政治教育の充実によって若者の政治参加の促

進をめざ した。当時は誰もが現実味のないと思った選挙権年

齢の引き下げだが、2 0 10 年には1 8歳成人・選挙権の実現が

具体化するまでにな った。被選挙権を獲得 し、直後の2 6 歳で

市議会議員に当選 した議会の中でも活動 しているが、年齢を

重ね立場は変わっても、「自分たちのことは自分たちで決める」

とい うスタ ンスは、当時か ら変 わ らない。

子どもの権利条約の採択から2 0 年が過ぎ、子どもの参加の

必要性については少 しずつ認識されてきているように思 うが、

一方 で、 こう した 子 ども参カロが形式 的 に留 ま り、主体 的な 参

画にはつな が っていな いよ う にも思 う。 こ う した中 、今 回の

イベ ン トは、当時 自分た ちはなぜ主体的 に参 加 しよ うか と思 っ

たのか、現状に どうい う課題 があり、どう改善 していくべきな

のか、当時の当事者として今考えることを伝える機会になっ

子 どもの権利条約 第 96 号・ 2 0 0 9 年6 月1 5 日号

包



2 ．子ども若者参画を取 り巻く環境の変化。

国民投票法 （日本国憲法の改正手続きに関する法律）の成

立によって、この法律の付則 3条 に法制上の措置と して「国

は、この法律が施行されるまでの問に、年齢満十八年以上満

二十年未満の者が国政選挙に参加することができること等と

なるよう、選挙権を有する者の年齢を定める公職選挙法、成

年年歯毒を定める民法その他の法令の規定について検討を加え、

必要な法制上の措置を講ずるものとする。」とな っており、法

制審議会の民法成年年齢部会の最終報告書の原案でも「特段

の弊害がない限り、民法の成人年齢も 18 歳に引き下げること

が適当だ」 と明記されるなど、 18 歳選挙権はもちろん、 18

歳成人についても来年の通常国会に提案される可能性が高 く

なった。

成人年齢や選挙権年齢の引き下げは、単に年齢が変わると

いうことに留まらず、若者の参画の仕組みや参画するのに必

要な政治教育の充実が求め られることにつながるほか、この

国の民主主義の質を向上させるための大きなきっかけになる

のではないかと期待 している。

欧米においても、かつては日本同様に子ども・若者政策と

いえば青少年健全育成や国際交流といった類のものだった。

しかし、この2 0 年でこうした著者政策は、著者の雇用や生活

環境などの政策へと変わり、さらに若者を参画させる仕組み

へと変化 してきた。例えば、スウェーデンにはL S U （全 国青

少年協議会）という組織があり、青少年政策に関する調査研

究を行い、著者世代の利益団体としてロビー活動を行ってお

り、このL S U と政府の青少年政策を担当する青年大臣が連携

して政策を実践 しているという。一昨年、研究員を務める民

間シンクタンクで英国視察に行 った際には、パ リッシュ（準

自治体）で行 っている、ユース・カウンシル （青年議会）の

実践も視察 してきた。ここでは、青年たちが自ら自分たち青

年世代の政策を考え実践する取 り組みが行われていた。青少

年の非行対策として古い P U B を 買 い取 りヒリヤー ドや卓球

台、ゲーム機などを置き、ジュースを販売する子 どもの若者

の居場所 づ く りの実践 を見て きた。 この街 で はこ う した取 り

組みは青年の非行防止に役立っているとのことだった。

こ う した例 は、 一例 に しか 過ぎ な いが 、 日本 にお いて も、

こうした欧米の先進事例を見習いながら、子ども・若者政策、

とくに子 ども若者の参画について転換 していく必要性を弓重く

感じる。

3 ．シルバー・ デモクラシーの現状

2 0 0 7 年の参議院選挙の投票結果を見ると、人口割合では

0 歳か ら3 0 歳代までの子どもと著者が4 4 ．9 ％を占めている

のに対 して、投票者数の割合を見ると、0 歳か ら3 0 歳代まで

の子ども・若者は全体の 2 3 ．5 ％しか占めない。高齢社会と言

われる状況は、こうした政治判断の中にも大きな影響を及ぼ

してお り、人口割合以上に大き くなる高齢者の投票者数割合

は、そのまま高齢者の声が過剰 に反映されるシルバー・デモ

クラシー （高齢者民主主義）を構築していると言える。

こうしたシルバー・デモクラシーの状況は、今後、少子高

齢化 に拍車 がかか ると共 に、さ らに悪化 してい くこと にな る。

この状況を改善 していくためには、子ども・著者によるユース・

デモクラシー（若者民主主義）の構築が必要不可欠である。

』
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図1 ：人口割合 と投票者数割合
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（出所）総務省 「目で見る投票率」「人 口推計」 より筆者作成 （2 00 7 ）

4 ．ユース・デモクラシー構築のために

ユース・デモクラシーとは、若者世代の声ばか りを政治に

反映させることではない。世代間の公平を保ち、持続可能な

民主社会への転換をめざ して、現状ではほとんど反映されて

いない若者の声を、社会的意思決定過程に反映する仕組みづ

くりを寸旨して い る 。

現在、同世代のシンクタンク研究員や官僚、コンサル、議

員などと世代間格差の問題などの世代課題を解消するための

政策 を 「ワカモ ノ・ マ ニ フェス ト」 と して まとめ 、出版 する

準備 を行 っている。 この 中か らとくに、ユース・デモクラシー

を構築するための政策として、考えていることを紹介 したい。

まず全体を包括する若者参画基本法の制定と、著者政策担

当大臣を設置することを提案 したい。その上で、ユース・デ

モクラシーを構築するための仕組みとして、選挙で若者の声

を政策に反映する仕組み、世代代表を政界に送る仕組み、若

者を直接参画させる仕組みと3つ掲げ、その碁盤整備 として

政治教育の充実が必要だと考える。

図2 ：若者参画基本法の全体像

具体的には、選挙権・被選挙権年齢の引き下げ、世代別選挙

区の導入、インターネ ット選挙の解禁など選挙制度の改正と、

著者参画基本条例や若者クオーター制の導入など直接参画の

仕組みの構築、自治体験も含めた政治教育の義務化と、政界で

活躍する人材の育成など政治教育の基盤整備を提案 したい。

人口が増加 し経済が成長 していく中では、拡大するパイを

分配することで全ての世代が便益を享受できた。 しかし、人

口が減少 し経済の成長率が低下する中では、限 られたパイを

なるべ く公平かつ持続可能な形で配分するための 「矢口恵」が

求められる。こうした中で未来を長く生きる子ども・若者は、

未来の選択により大きな責任を持つことが必要である。各世

代が意見を出 し合い、持続可能な社会システムの構築をめざ

すことは、今を生きる者の責任であり、今後急速に高齢化が

進展することを考慮すると、そのための時間的猶予はあまり

残されていない。



人口減少・低成長経さ斉への移行によって、日本の民主主義

が問われているとも言える。各世代の声を反映し、世代間調

整を行 うことが必要であ り、そのためには、若い世代が しつ

かりと声を出し、その声を受け止められるユース・デモクラ

シーを構築していかなければならない。

今回の イベ ン トで は、 こう した ことを提 案 しなが ら参加 者

とデイスカ ツシ ョンす る ことが できた。将 来社 会を考 える上

で若者の参画は必須であり、こうした議論が大きなきっかけ

になるの‾ごはないかと期待 したい。

著書 ：『18 歳が政治を変える ！－ユース・デモクラシーとポ

リテイカル・ リテラ シーの構 築－ 』（現代人文社 ）

「 見えない期待」が可能性を運ぶ、

子どもの権利2 0周年

山 浦 彬 仁

今年の 1 月頃だった。山手線を乗っていると携帯電話が鳴っ

た。 デ ィス プ レイ見る と懐 か しい名 前が 。嬉 しくて動 く車 内

で電話を取った。「今、あなたは何を しているの ？子どもの

権利条約が採択されて今年 2 0 年を迎える今年に振 り返 らな

い？」 N C R C の赤 池事務局長の声だった。ちょうどその日車

内で喜売んでいた新聞には「ケ一夕イ電話、小中学校での生徒

持ち込み原則禁止、文部科学省要請」というニュースが書か

れていた。

私は 15 歳の時に干葉県佐倉市で仲間と情報紙「W A V E 桜」

を創刊 して （確か創刊号では喜多明人さんのインタビューを

掲載させて頂いた）、以来 8 年間N P O 活動で遊ぶ中で学んで

きた。活動を続けてきたモチベーションは 15 歳特有の 「ぽん

やりと した鬱積」か ら「情報紙を創刊すれば面白い事が待 っ

ているのではな いか」 という漠奔馬と した ドキ ドキ 感であ った。

期待は裏切らなかった。情報紙の取材を通 じて、学校では出

会う事の出来ない様々な人と、価値観と、出会う事ができた。

様々な大人が私を一人の市民として真剣に話を して下さった。

干葉県の施策、社会問壬講、住んでいるまちの事などを議論し

て一緒 に角牢決 に向 けてプ ロジ ェク トを動 か す事が楽 しくて仕

方がなかった。時に叱られ、時には不義理を重ね、失敗を繰

り返 した 。活 動す る 中で、 い わば 「ま ちで 遊 ぶ リテ ラシ ー」

のようなものを身につける術を身につけたと同時に、活動を

続ける事は 「どうすれば社会は面白くなるのか、自分は何が

でき、何 を 目指 して いき てい くの か」 とい う自問 自答 し続 け

るような事でもあ った。

私が活動を続けてきた過程には様々な場面で 「若者への見

えない期待」を受ける事であった。「学生さんが会議に来てく

れたからフレッシュな企画を提案 してくれるに違いない」「若

者が参加してくれるのだから、このイベン トは必ず成功する」。

何の実績もない私に「著者」というだけで、なんだかよくわ

からない期待を大人は常に寄せて下さった。しかし若者への

「見えない期待」とは裏腹に、いつ しか社会全体には「見えな

い不安」が覆っている。見えない隣人への不安、見えないマ

イノ リテ ィへの 不安 、見え ない未来 ‥・。 その不 安 は 「大人 と

関係」 にも大きく覆った。教育は「見えない期待」を育むシ

ステムか ら期待を訝」奪し、いつ しか「見えない不安」を取 り

除く潔癖の システム とな ってい く。

私は社会の多様性と出会 う事で成長 してきた。いや私だけ

でなく権利条約の普及から子ども市民として、行政で、地域で、

様々な N P O で 「子どもか らの意見表明」を続けたかつての子

ども達は皆、自分と周囲の「見えない期待」に突き動かされて

きたのではないか。そこで今回は子どもの権利条約 2 0 年を迎

えるイベン トにはそれぞれの分野で活動 してきた5 人をパネリ

ストに招 いて振 り返 って頂 きな が ら、政 治参加 、居場所 づ くり、

子育て環境、情報発信、ロビー活動、など様々な分野における

子ども・若者の参画を推進できるイベン トとして企画 した。

今 回の シンポ ジウムの 中でパ ネ リス トの話 で皆共 通 してい

た事は「幸運にも出会えた、出来た」という事である。シン

ポジウムの中で 5 人が皆共通していたのは、自分の何かやりた

いとい う気持 ち にぴ った り合 うよ うな活動 、ア クシ ョンを共

に起こす仲間が一緒に出会えたと言 うことだ。そ して幸運 に

も子 どもの権 利条 約ネ ッ トワー クをは じめ と した 「子 どもの

意見表明」「子どもの参画」を支援する大人と出会えたという

事だ。「子どもだけ」の活動から、大人と出会う事で活動は社

会とつながり、予期せぬ方向へ活動が広がり、現在は子ども

時代の活動の延長上に今、大人として社会の中で生きている。

こう した偶 発 的な出会 い 「セ レンテ ィ ピテ イ」 こそ が、大人

が寄せる子 どもへの 「見えない期待」であり、子どもの可能

性である。

2 0 周年記念 イベ ン トを振 り返 ると 日本国 内における 「子 ど

もの権利条約」を巡る トピックの多くは子どもと大人、子ど

も同士の 「信用できる／できない」の問題であると言 うこと

だ。今回のシンポジウムで 「子どもの居場所」や 「子どもの

情報発信」をテーマにした話し合いの中で 「子どもが安心 し

て何でも話せる場所がどこにもない」「子どもが感じている事

を感じているままに伝える情報がない」 という報告があった。

それは2 0 年前から今も何 ら本質的に変わっていない 「子ども

と大人の関係」の問題である。パネリス ト達の活動の原点に

は少なからずとも、「子どもと大人の信用できる／できない関

係」があった。子どもの権利条約を考え続けると言 うこと常

に子どもと大人の関係を考え続けるという事だ。目に見えな

いが関係は日常の「言葉」として人と人の問で交わされる。「見

えない不安」を払拭するのは「言葉」の力だ。条約とはまさに「言

葉」で書かれているものなのだ。近い親 しい人の問だけで「言葉」

が交わされるのではなく、多様な人と多様な出会いの中で子ど

もと大人が、人と人が「言葉」を交わせる社会であってほし

子 どもの権利条約 第9 6 号・2 0 0 9 年 6 月 15 日号

』



子どもの権利条約の 「言葉」が益々広がるように、そして

これか らの子どもへ向けて「見えない期待」を込めて子ども

の権利条約ネットワークヘの御願いをしたいと思う。

1 つ目は、「子どもの権利条約の普及を益々強化 して欲 しい」

という事だ。近年子どもの貧困などの トピックが注目される

が、子どもの権利条約が法的根拠として掲げられる事が少な

い。また子ども国会、模擬選挙という仕組みは出来てはきたが、

子どもの声が行政施策をはじめ社会に反映されるシステムと

しては不十分である。「活用される子どもの権利条約」 に向け

て一層の普及活動に努めて欲 しい。

2 つ 目は 「子 どもの 日常を可 視化す る」 イベ ン トを ドン ド

ンして欲 しい と言 う ことだ。す なわち これ まで子 ども の 日に

合わせて開催 して いた 「 5 月 イベ ン ト」の よ うに、子 ども に

よるイベン トの企画・運営、そのコーディネー トを今後も継

続して取り組んで欲 しい。特 に最近 N P O 活動の現場で感 じ

るのは「もてあましている」中学生や高校生がた くさん居る

ことだ。社会の中で何か したいが、その方法が見あた らない、

後半 では 6 つ のテーマ別分科会が行われた

参加』海守宮包 0 留守鈴毎

感何処に行 っていいかわからないという子どもは多い。彼らの

受 け皿 と な るよ うな イベ ン トを継 続 的 に展 開 して欲 しい し、

全国の N P O （子ども系 N P O 以列・にも）に呼びかけて欲しい。

3 つ 目は、これか らも全国各地で子どもの権利条約フォー

ラムを全国で継続的に開催させて欲 しいという事だ。フォー

ラムは子どもだった私にとっては全国の仲間と情報交換がで

きる宝のようなイベン トであった。子どもと大人が社会につ

い て真剣 に議論で きるステー ジと して、これ か らもぜ ひフォー

ラムを開催し続けて頂きたい。

…など 3 つも御願いを したが、私を育てて くれた赤池事務局

長、林大介さんは じめ、た くさんの学びを頂いた大恩ある N

C R C の 活動にはこれか らも微力ながら協力させて頂 くと同

時 にアー トN P O とい う自分の フ ィー ル ドの中 で実践 を続 け

ていきたいと思います ！l

最 後 にな りま した が、パ ネ リス トの 皆様 、そ して閉 会 まで

ご協力下さつた N C R C 運営委員の皆様、そして貴重な時間

を共に過ごして下さった来場者の皆様に感謝を申し上げます。

亀 「権利は日常のもの。」 この園谷さんのことばが、今

回の「子どもの権利条約 子どもの 2 0 年」の中で、一番、私

の印象に残ったことばです。子どもの権利条約が採択されて

から2 0 年 、「生徒人権 プロジ工ク ト」、「子ども会議」などさ

まざまな子ども参加の取り組みが行われてきま した。しかし、

子どもの権利の考えが社会に浸透 したと言い切れるで しょう

か。私 自身、大学に入って喜多さんに学ぶまで、子どもの権

利条約を学ばずに過ごしてきま した。学ばなかったというよ

りも学ぶ機会がなかったと言 うほうが正 しいと思います。実

際、 フ ィール ドワー クでお世話 にな った学 校 を中心 と した地

域コミュニティー団体でも、民生委員の方は子どもの権利条

約についてご存知だったのに対 して、そうでない方は私が説

明するま で知 らなか った とお っ しやつていて 、や は りまだす

べての人に子どもの権利条約を学ぶ機会が保障されている訳

ではないん だな と実感 しま した。

子どもの権利条約が採択され始ま った子 ども支援 とい う

「 点」の活動は、この2 0 年のさまざまな人の努力により「線」

となり、行政をも巻き込んだ「面」の活動に発展 したのだなと、

今回の シンポ ジウム を通 して感 じま した。 これか らは 、いま

ぱ≡≡
を振 り返 りつつ、子どもはもちろんおとな一人一
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人にとって子どもの権利が「日常のもの」になるような取 り

組みを進めていくことが課題になるのではないかと思います。

（吉川恭平・早稲田大学生）

亀 今回、放送部で作 。ている海外のス トリ＿ トチル ドレ

ンや トラ フィ ックチル ドレンの番 組の取 材の 一環 で、 この イ

ベン トに参カロしたので すが、 この とき初 めて 『子 どもの権 利

条約』のことを知って、「このような条約があるなんて知 らな

かった」 と思い ま した。

条約の内容 は先 生の説明 で大 体理角牢でき ま した。パネル デ イ

スカッシ ョンでのお話を聞いて、「そんなことがあって、広まっ

てないんだ」 とか「行動する ことによって、変えることはで

きるん だ」 とかそ うい うよ うな ことを思 いま した。 山浦 さん

のマシュマロの話は、自分にとってはそんな考えをおこさな

いので、ただた だ驚 くばか りで した。

そのほかにも、横浜会議の話や、フ リーマーケ ッ トの話、

川崎市子ども会議の話などを聞いて、自分にとっては驚 くこ

とばか りです。

休憩中は、僕の通つてる中学校のある江戸川区で活動をし

ている方に声をかけられた り、同じテーブルに座っていた方



が権利条約関連で本を書いている方だったなど、いろいろな

方といろい ろな ことがあ りま した。余 談で すが、 この ときに

この原稿執筆の依頼を受けま した。といろいろ しているうち

に、休憩時間も終わ り、テーマに分かれて話 し合いをするな

んとい うか、討 論の よ うな ことをす る時 間にな りま した。僕

は情報 発信の テー ブル に参 カロさせて も らいま した。 この テー

ブルは人数も少なく、なんというかそこまで勢いのある討論

ではあ りませんで したが、いろんな意見が出て、ほかの話に

なった りしたこ ともあ りま したが、結 果 的に、子 どもの 権利

条約と情報発信を結びつけるのは難 しいということがわかり

ました、僕は、どんな小さな単位か らでもいいのでこの権利

条約 を しっか り守 って いき、 すこ しづつ、 周 りに広め てい っ

てい ずれは 匡l単位 で守 ってい ける よ うに しよ うとい うよ うな

意見を出 しま した。

このイベ ン トに参加 した ことで、子 どもの権利 条約 とい う

ものに興味を持ちました。

これか らすこしづつでもいいので、この条約の ことを調べ

てみ た り、周 りに広めて いこ うと思い ます 。 （中学生）

亀 私は川崎市子ども会議に入。ている高校3年生の煙石

晴加です。今回の ‘子どもの権利条約・子どもの2 0 年 l に

参加 したきっかけは川崎市子ども会議でお世話になっている、

つぶらやゆきえさんに誘われたと言 う事が一番のきっかけで

す。川崎市には子どもの権利条例が全国に先駆けて作 られま

した。なので、子どもの権利にかかわってきて、早 8 年にな

ります。私 自身 子ども の権利 があ るか らこ う しよ うなど と考

えた事はあまりなく、ただただ時間だけがすぎていったといっ

てもいいと思います。ですが、 ‘子ども■と主張できるのも今

年までです。そんな事を考えるうちに、子 どもの権利のあ り

方について、考え るよ うにな りま した 。そ して、 子 どもの居

場所’の大切さに気づきました。私 にっとって居場所とは何

かを考えるうちに、居場所という言葉に正解も間違いも無い

と考 えま した。で すが、 ‘子ども’ の立場 と して、 どの ような

奉ア ンケ ー トか ら（世代別抜粋）～、

☆小学校5 年生の時に権利条約を知 って以来ず っと興味を持

ち続けていたのですが、具体的にどう動いたらよいのかわ

か らず にい ま した。今 回 このよ うな会 に初 めて参 カロさせ て

いただき様々なプロセスを経て能動的に活動されてい くに

至 った皆さんのお話が聞けて嬉かったです。参考にさせて

いただきたいです。グループデ イスカッションでは自分の

中だけにかかえていたことを聴いていただき、また様々な

人々のお話が聞けて大変有意義な楽 しい時間を過ごさせて

いただきました。 （10 代）

☆色々な考えを持って、社会 に対 して動いている人はた くさ

んいるんだなと思いま した。権利 って、自分も子どもも、

一人ひとりが本当に大事な存在なんだということを考えさ

せられるものだと思いました。 （2 0 代）

☆若者の生の声が聞けてうれ しかったです。会場からの質疑

も良かったです。子 どもの活動をしていますが、自分たち

の活動を子どもの視点で評価する上でも、キーワー ドをた

くさん得 るこ とがで きま した。 グルー プ ワー クも面 白か っ

場所が居心地がよい場を増やしていくために今回の会のなか

居場所についてた くさん発言させていただきま した。やはり、

子どもが安心 してい られ、大人も安心 してい られる居場所を

つくるには行政の協力も必要だと思います。これか らたくさ

んの、子どもの居場所が出来る事を信 じています。

（煙石晴加・川崎市子ども会議の高校生）

亀 プリ＿スク＿ル東京シュ＿レでは、現在、子どもの権

利講座をやっています。子どもの権利条約について疑問に思

うことや、関連 して身の 回 りに起きた ことなど をこの一年間 、

話し合い、学んできま した。二十四年続 く東京シューレでも、

1年以上の時間をかけて子どもの権利について学ぶ講座は今

までなかったそうです。

その中、子どもの権利条約が採択されてから二十周年とい

う大き な節 目の年 に立ち会 うことがで き、今 回の イベ ン トに

も学 んでいるメ ンバ ーと参カロしま した。

特 にワー クシ ョ ップで は、さ まざまな 立場 の人 と話 し合 う

ことができたことが、とても新鮮な体験 として印象に残って

います。僕が参加 したのは、子ども参画・参加をテーマとし

たワークシ ョップだったのですが、学校 に通 っている同世代

から、学校 や大 人 に対 して 疑問 を感 じる ことがあ るとい う意

見が出て、僕も共感 しま した。そ ういう学校や大人に対する

思いをきっかけに、子どもの権利を知る機会、子どもの権利

を自分自身に結びつけて考える機会が増えていったらいいな

と思います。

シ ンポジ ウムで 「子ど もの権利 ＝日常」 とい う発 言が あ り

ました。この一年子どもの権利を学んできて、僕にとっても

身近なものだとい うことを実感 しています。毎日の中で起き

ることを、子どもの権利という立場から考えてみるたびに、い

ろんなことに気づいて視点が広がっていっていると思います。

いつか子どもや大人、年齢関係なく、一対一の人間同士として、

意見をぶつけ合えるようになれたらいいなと思います。

（工藤健仁・東京シューレ高等部）

たです。多様な方が参カロされていましたね。この会の吸引力、

ひきつけるパワーを感 じました ！今回のシンポジウムの情報

を身近な高校生などにも伝えると，感激＆びっくりしていま

した。自分たちの年齢でも社会的な活動は十分にできる、そ

して本当にやってきたちょっと年上の人たちがいることを

知 ったことで、かな り工ンパワーされた ようです。 （3 0 代）

☆若い方が大勢参加 していて驚きました。多くの人がいろい

ろ考えておられ、未来はずいぶん明るく感じま した。（4 0 代）

☆進行のみなさんが うまく意見を引き出して、いろいろな人

に 「その人 ら しい意見 」 を出 して も らってい るよ うす に感

心 しました。「大人」になった 「子ども」が 「子ども」時代

の活動の思いを肯定的に話されていることに感激 しました。

（5 0 代）

☆2 0 年前の子どもたちが立派な大人に育ち、かつ、子どもの

権利だとか、その時の思いを忘れずに今も生きていること

に感動 しま した。 これ か らもー 人で も多 くの子 どもた ち に

…包経験させられるような機会を創って下さい。

子どもの権利条約 第9 6 号・2 0 0 9 年 6 月 15 日号



「 子どもの権利条約フォーラム2 0 0 9 in とやま」

一 関催に向けて－

1 9 9 3 年、日本が子どもの権利条約を批准する前年に始まっ

た子どもの権利条約フォーラムも、今年で第 1 7 回を数える

ことにな りま した 。今年 の フ ォー ラム は、 1 1月 1 4 日 （土 ）、

1 5 日 （日）、冨山県、富山国際会議場にて行います。

国連採択2 0 周年となる、今年のフォーラムで、私達が、テー

マに している こと は、三つ あ ります。一 つ は、子 どもの権 利

条約につながる人の裾野をもっともっと広げること。私自身、

リス トカ ッ トや家庭 内暴力 を繰 り返す思 春期の子 どもたちや 、

ひき こも り、キ レる子 ども、 ある いは虐 待や い じめ の問題 に

関わるうちに、最後にたどりついたのが、自己肯定感の問題

であり、そ して子どもの権利条約でした。現場で子どもと関

わる中で学んできたことが、子どもの権利条約にすべて書か

れてあ った と矢口つた時 の驚 きと感 動 は、今も忘 れる こ とがで

きません。単に子どもの権利条約に関わっている人、子ども

の権利条約 フアンの人だけでな く、子どもに関わるすべての

人（親も祖父母も学校の先生も、施設関係者も、行政も地域

の支援者もN P O も）が、思考や行動の規範とすべきものが、

子どもの権利条約だと思います。今回のフォーラムには、今

まで子 どもの権利 条約 をあ ま り矢口らな か った人も含 めて 、子

どもに関わるすべての人 （子ども自身も含めて）が集うもの

にした いと、呼びかけを・して います。

二つめは、子どもの権利、という考えに抵抗を示す人が少

なくない背景には、大人の権利が守 られていないことが、大

いに関係 しています。ひらたく言えば、自分でさえ権利を主

張できずに我慢 してるのに、子どもだけ権利を主張できるな

んておか しい じやない か、 とい う気 持 ちです 。特 に、子育 て

支援の現場では、まず親が、自分自身を大切にしていいんだ、

という気持ちを持ててはじめて、子どもの気持ちを大切にで

きるのだと思います。子ども支援の視点のない子育て支援は、

ナンセンスですが、子ども支援に向けるための大人支援、親

の自己肯定感を育んでいくことは、今の世の中ではとても重

要な こ とで はな いで しょうか 。そ こか ら、今 回のフ ォーラ ム

では、子育て支援に関する分科会をいくつか設けています。

三つめは、今回は北陸ではは じめての開催ですが、北陸、

冨山というところは、厳 しい気候に鍛えられ、実直な県民性

で矢口られる一方、「み やあ ら くもん」 と言われ るよ うな、一風

変わった人をも受け入れる度量をもった所です。その中で、

富山型デイサービスや 14 才 の挑戦をはじめとして、全国に先

醍ナた試み がさ まざま にな されて きま した。そ のい くつか を
子 どもの権利条約 第 9 6 号・ 2 0 0 9 年6 月 15 日号

実行委員長 明 橋 大 二
（ N P O 法人子 どもの権利支援センターぱれっと理事長／心療内科医）

ぜひ、全国の皆さんに紹介 したいと思っています。

去年4 月に、地元の民間団体などを中心に有志をつのって

実行委昌会を立ち上げてから1年あまり、この5 月には、県内

小5 か ら1 8 才までの全児童生徒に、子ども実行委員募集のチ

ラシを配布 して、なんと5 1名の子どもたちが名乗りを上げて

くれ ま した。

今後、子ども実行委員会と力を合わせて、 1 1 月のフォーラ

ムに向けて、さらに準備をすすめていきたいと思っています。

現在のところ、 1 日目の基調講演は、森田ゆりさん （工ンパ

ワメン ト・ セ ン ター主 宰） にお 願い して い ます。 また2 日目

の分科会では、カナダ生まれの親学習＆支援プログラム、ノー

バ ディズ・ パー フ 工ク ト（N P ） について 、N P －J a p a n代 表

の原田正文さんを招いて模擬プログラムを交えて講演 して頂

きます。また、社会的養護についての分科会では、富山県里

親会が中心とな り、児童養護施設三光塾の側垣一也さんと、

社会的養護と子どもの権利保障について話し合います。富山

型デイサー ビスについては、赤ちやんか らお年寄り、障害の

有無に関わ らず、その人の「ありのまま」を受け入れる実践を、

N P O 法人にぎやかの阪井由佳子さんに報告しても らいます。

不登校シンポジウムでは、子どもたち自身が、自分の言葉で、

不登校を語 ります。その他、デー トD V について、遊びによる

子ども支援、学校における子どもの権利保障、自治体での子

どもの権利条例作り、幼稚園・保育園と子どもの権利、地域（放

課後児童クラブ）から見た子どもたちの今、外国籍の子ども

についての疑似体験ワーク、親 自身によるカフェ形式の子育

て支 援 イベ ン ト「子育 て ほ っとカ フ ェ」、C A P （子 ど もへ の

暴力防止プログラム）などのテーマが予定されています。また、

同時開催で、県主催の虐待防止シンポジウムも行われます。

1 日目夜の交流会では、富山の海の幸山の幸で、皆さんを

おもてな ししたいと思います。

多 くの方の ご参カロを心か らお待ち してい ます 。

子どもの権利条約フォーラム2 0 0 9 in とやまホームページ

http：／／n po －P a lette ．0「g ／nc「C 2 0 0 9 ／’－http ：／／n po －P a le tte ．

Org／nc「C20 0 9／



「 こども第一主義条例」の動き

服部 浩 子 （親たちのエンパワーメントフォーラム実行委員会）

「親たちのエンパワーメン トフォーラム実行委員会」（略／親工ン

パ）は、2 0 0 4 年8 月、子育てや子ども育ちに関係する市民団体 ・

N P O など約 1 0 団 体がネ ッ トワークし、発足 した。勉強会・ シン

ポジウム等を企画・開催 し、子どもをめ ぐる課是喜を共有 し、解決の

方向を学んでいる。

2 0 0 7 年 4 月、鈴木康友さんが「こども第一主義」をマニフェス

トに掲げ、浜松市長に当選 した。早速親工ンパでは、2 0 0 7 年 1 2

月に5兵松の子育て、子育ちの現状などをレポー トにまとめ、政策に

ついて市長と意見交換会を行 った。その際、子どもの権利条約に基

づく「子ども条例制定」を市へ提言 した。その後、2 0 0 8 年 1 1月

にレポー トを市民からの提言集としてまとめ、行政・ 市民に配布 し

た。私たちは「子どもの権利」を学びながら、「子どもの権利紙芝居」

の作成、街角アンケー トの実施、講演会の開催など、市民参加の条

例作りに向けての活動を進めてきた。

2 0 0 8 年 9 月議会で、市長は 「（仮称）こども第一主義条例」を

2 0 1 0 年 4 月までに制定を表明 したが、その後どのような内容の条

例なのか、子どもの権利 についてはどうなのかなど具体的なことは

一切公開されることがなかった。ようやく5 月中旬にな って私たち

は担当課か ら説明を受け、「こども第一主義条例」についての全貌

を初めて知ることができた。

私たちは、「こども第一主義条例」という名称であるか ら、子ど

もの権利に基づ くものであると期待 していたが、提示された条例の

内容は従来型のいわゆる「健全育成条例」であり、大きく私たちの

期待を裏切 った条例案とな っていた。さ らに私たちを混乱させたの

は、次世代育成支援 （後期）計画の理念条例の位置づけとされてい

るため、「こども第一主義」の言葉からのイメージと条例の内容に

大きな隔たりがあることだった。具体的には、子ども自身が自己形

成できるように支援することが保障されていない、いじめや不登校

に悩む子ども、障がいや疾病を抱えた子ども、外国籍の子ども、ひ

とり親家庭の子どもなどへの配慮がされていないことなどだ。

早速親工ンパでは、「こども第一主義条例」に子どもの権利条約

の基本的な理念を盛 り込んでもらおうと様々なネッ トワークを通し

て情報発信 ＆ロビーイングを始めた。ぜひ、子どもたちにとってよ

りよい条例になるよう、全国の皆さんからの応援をいただきたい。

おやエンパ通信 2 U R L http：／／OyaenPa2．hamazo．tv／

最高裁「体罰逆転」判決下る、厳罰化を後押し

一 子 どもの権利条約粥 古かされなかった司法判断一

書 多 明 人

今年の こどもの日も真近な4 月2 8 日、最高裁第三小法廷は、小

学2 年男子に向けられた教員（臨時講師）の威圧的な行為を「体罰」

に当た らな いとして、「体罰」を認定 した－、二審判決を破棄 し、

請求を棄却 した。判決‾ごは、注意を聞かない子どもからけ りを入れ

られて怒った教員が、子どもの胸元をつかんで体を壁に押 し当て威

圧した行為 は、「指導するために行われたものであり、悪ふざけの

罰と して…肉体的苦痛を与えるために行われたのではない」と し、

「 教員が児童に対 して∴・許される教育的指導の範匪トを逸脱するもの

ではな く、学校教育法 1 1条ただ し書にい う体罰に該当するもので

はない」と判断した。

原告側からは、子どもが教員の威圧的な対応によって、食欲が低

下し、通学できず、 2 0 0 3 年 2 月に病院で心的外傷後ス トレス障害

（P T S D ） と診断されたという。この判決についてまず感じたこと

は、果た して、「子どもの最善の利益」（子どもの権利条約3 条）を

ふまえた判決なのか、ということである。今年、子どもの権利条約

が国連で採択されて 2 0 年、日本が批准 し国内法と して受け入れて

1 5 年。その節目の年にふさわ しい判決とは思えない。とくに原審で

確認されていたように、当該児童と教員とは「両名にそれまで面識が

なかったことなどに照らし」、「けんか闘争の際にしばしば見られる不

穏当な行為」である「胸元をつかむ」行為をおこなったことは、小学

2 年の子どもにとっては威圧的な行為であつたことはまちがいなく、

今回の判決は、当該児童の 「被った恐怖心は相当なものであったと推

認されること」という原審の判断を無視 したことが問題である。

子 どもの権利条約の第 19 条には、「締約国は、（両）親…子ども

の養育をする他の者による子どもの養育中に、あらゆる形態の身体

的または精神的な暴力、侵害…を含む不当な取扱いまたは搾取から

子どもを保護するためにあらゆる適当な立法上、行政上、社会上お

よび教育上の措置をとる。」とある。これまでも、体罰と関連 して、

教員の「言葉の暴力」など子どもの心や尊厳を傷つける威圧的行為

全体が子どもの権利条約違反 であることが各界から指摘されてき

た。今回の判決を読んで、法で禁 じられた体罰に当たらない「有形

力の行使」 ＝事実上の体罰を認めてしまったこと、そ してなにより

日本の裁判所が司法判断の基準として、批准 した国際人権条約とく

に子どもの権利条約などを無視していることを残念に思 う。日本が

せっかく批准 した条約を実効あるものにしていくために、最高裁に

再考を求めたい。

子どもの権 利条約 第9 6 号・ 2 0 0 9 年6 月 15 日号

』
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小金井市「子どもの権利に関する条例」成立

本年3 月3 日に、東 京都小金 井市 で 「子 どもの権 利 に関 する条例」が成 立 しま した。条例 制定 を求 めて きた、 つ くろ う J 子 どもの権 利条例

の会 が発表 した市 民 メッセー ジ を抜粋 して紹介 します。（編 集部 ）

この条例の前文には、「子どもは、愛情をもって育てられること

で自分の意思を持ち、それを自由に表現できる環境があることで、

他者と共に生活 していることに気付きます。」 と書かれています。

これは、計 2 6 名の子どもたちの会議でつくられたものです。

この条例の評価できる点は、次のことが挙げられます。

1番 目に、第 1条で「おとなと同 じように子どもが権利の主体で

ある」と述べて、国連「子どもの権利条約」の理念を小金井市でも

広めようとしています。市の政策が、「子どもの最善の利益」に合

わせて展開されることが期待されます。

2 番 目に、この条例が、子どもを含む多くの市民の参カロによって

つくられたことです。行政にお任せ して しまうのではな く、逆に行

政が足りないところを市民が議会を巻き込んで、条例づ くりが進め

られてきました。この経験は、条例の実施にあたっても引き継がれ

ることが期待されます。

3 番目に、小金井市の中で「子ども」について真剣な議論がされ

たことです。おとなたちは子どもについて語るときに身勝手に「子

どもは こうある べき」 と語 って しまい がちで す。 アンケ ー トや子 ど

も会議、パブリック・ コメン トなどで積極的に子どもたちの意見を

求めて、子どもの実情か ら議論を しま した。

私たちは、条例の成立は「おめでたい」 と思いつつも、以下の点

を心配 して、条例の実施を見守 り、検証 していきます。

（ 1）第2 条 1項の 「子 ども」の範囲が「18 歳末満の市民や市とかか

わ りを持 っている人」に限定されて高校 3 年生の年代に配慮が

足 りない こ と。

（ 2）第 3 条に「また、自分の人権だけでなく、他者の人権についても

正 しく理 角写し互 いの人 権 を尊重 しなけ れば な りませ ん」 とあ り、

第 7 条以下では「権利を使うことによって、他者の権利を侵すよ

うな行為を行なってはな りません」という文言が繰 り返されてい

て、子どもの権利行使にブレーキにな らないかということ。

（ 3）第 5 条2 項で権利学習の主体が「子ども」に限定されそうなこと。

（ 4）「小金井市子どもの権利の日」が削除され、他の箇所にも「子ど

もの権利条約」についての記載がなく、権利条約 とのつながり

が弱いこと。

（ 5）パ ブ リ ック・ コメ ン トに付 さ れ た案 の第 8 条 にあ った 「あ りの

ままの自分が受け止められ」という文言が削除されていること。

（ 6）第 12 条 3 項に、親等の「体罰」が抜けて「虐待」だけにな って

いること。昨今、親の体罰から虐待に至る事件が多く起こつて

います。体罰は虐待のき っかけであるとともに、親等の懲戒権

の濫用であることは判例でも明 らかです。このような書き方で、

児童虐待の予防につながるか、強く危惧します。

（ 7）「子どもの権利に関する推進計画」 についての条文がないこと。

具体的な政策の実施や検証に結びつかないことを危惧 します。

（ 8）第 16 条で、相談と救済の具体的な内容が記 してないこと。私た

ちは、子どもを対象とするオンブズ機関の新設を求めていきます。

条例のH P
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